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内容の要旨および審査の結果の要旨
甲状腺ホルモンは，エネルギー代謝に大きな影響を及ぼしている。本論文で，著者はラットを種々のエ
ネルギー供給状態に置いた場合の，血中甲状腺ホルモン濃度の急性変動と，その神経性調節機構の存在に
ついて検討した。結果は次の如く要約される。
１．無麻酔・無拘束下で，上頚神経節切除（superiorcervicalganglionectomy，SCGＸ）ラットで
は，絶食により体重および血中甲状腺ホルモン濃度は,偽手術ラットに比較して，より大きく低下した。
また，SCGＸラットは絶食状態に引き続いてグルコースを投与（post-fastingglucoserepletion，
PFGR）により血中甲状腺ホルモン濃度は上昇するが，偽手術ラットでは低下傾向を示した。しかも，
各検討群における，液性因子〔血漿グルコース濃度，血中の甲状腺刺激ホルモン，遊離脂肪酸およびト
リヨードサイロニン（T,）濃度〕はSCGＸラットと偽手術ラット間で，有意差を示さなかった。
２．SOGＸラットでは，絶食による体重減少が著しいほどPFGRにより血中甲状腺ホルモン濃度は上昇し
た。一方，偽手術ラットでは絶食による体重減少が大きいほどPFGRによる血中甲状腺ホルモン濃度の
上昇はみられなかった。
３．正常ラットにPFGRと同様の状況を設定すると，麻酔下で甲状腺交感神経の電気活動は，グルコース
投与後３時間目に約２倍に増加し，甲状腺血流量は投与前値の60％に減少した。
４．無麻酔・無拘束下で，迷走神経肝臓枝切断（hepaticvagotomy,HVX）ラットでは，偽手術ラッ
トに比較して，絶食により体重は大きく有意に低下し，また血中甲状腺ホルモン濃度（遊離Ｔ３，，）
はより有意に低値を示した。ＰＦＧＲによりＨＶＸラットの血中甲状腺ホルモン濃度は絶食状態よりさら
に有意の低値を示し，偽手術ラットの，わずかの低値傾向より有意の低値を示した。しかも，各検討群
における液性因子はＨＶＸラットと偽手術ラット間で，有意差を示さなかった。
以上の結果は，種々のエネルギー供給状態における甲状腺ホルモン濃度の急性変動への，甲状腺交感神
経遠心性と，肝迷走神経求心性の両機構の関与を示唆する。本論文は，エネルギー供給変動時に，甲状腺
ホルモンを介するエネルギー消費という，生体の有効な生理的統御機構への自律神経支配の関与を示した
点，自律神経系によるホルモン分泌調節の研究に資する労作と評価される。
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